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Concerts in October 

 

お元気でいらっしゃいますか？ 

メルマガ送信が滞ってしまいましたこと、どうぞお許しください。9 月 21 日に来日して以来、台湾宣教、日本

各地でのコンサートと動きの多い日々が続きましたが、これまで健康も守られ、感謝な奉仕をさせていただくこ

とができました。特に、黒田禎一郎師と奉仕させていただいた伝道コンサートでは、決心者が起こされ、また多

くの方々が献身を表明されました。背後で捧げてくださる皆さんの祈りのお支えをひしひしと感じています。心

からありがとうございます！今日は、10 月のコンサートを抜粋して報告させていただきます。 

 

 

●台湾ツアー 
9 月 29 日～10 月 7 日の台湾伝道コンサー

トツゕーでは、ハンブルク日本語教会の牧

師である井野葉由美先生、台湾人のクリス

チャン声楽家シン゗ーとともに奉仕させて

いただきました。このふたりは私にとって

妹のような存在です。 

 

葉由美さんとシン゗ーは、共にハンブルク

音楽院で声楽を学ぶ留学生仲間でした。葉

由美さんは留学中に信仰に導かれ、1993

年に受洗しました。シン゗ーも、同じころ

信仰に導かれました。そして、1994 年～

1998 年の 4 年間、ふたりは、毎週木曜に我が家に集まり、3 人で祈り会を持つようになりました。 



その後、葉由美さんは、帰国、結婚、ご主人の死、献身、神学校での学びを経て、2006 年にハンブルク日本語

教会の牧師として派遣されました。ハンブルク教会の受洗者第一号であった、いわば教会の初穂である彼女は、

後に、母教会に仕える者として遣わされました。このことは、3 人で祈り合っていた時から、彼女の中に赤子の

ような純粋な信仰を見、神の働き人となるよう導いてくださいと密かに祈っていた私にとって、ほんとうに大き

な喜びでした。 

 

祈り人のシン゗ーは、台湾に戻ってから、教会で一般の人たちも参加できる合唱団を結成し、毎年、その中から

１～2 名の受洗者が与えられるようになりました。そのことを、クリスチャンになった合唱団員は口をそろえて、

シン゗ーの熱い祈りによるものだと言っていました。 

 

その 3 人が、台湾で台湾人のために伝道コンサートをさせていただきました。コンサートには多くの人々が詰め

かけてくださり、会堂は一杯になりました。心と声を合わせて賛美させていただいた私たち 3 人は、コンサート

の最初から最後まで御霊にある溢れる喜びを感じました。主が皆さんの心に大きく語りかけてくださったようで

した。 

 

そして、コンサートの翌日、私たちを食事に 

招待してくださったシン゗ーのお父様が、 

洗礼を受けると宣言されました。 

まずは、牧師先生と聖書の学び 

を始めたいとのことでした。彼 

の歩みのためにお祈りください。 

コンサートには、シン゗ーのお 

父様のほかにも、多くのノンクリ 

スチャンが来られました。蒔かれた 

福音の種が、主が芽を出させてくださいます 

よう、お祈りください。 

 

 

●被災地チャリティー・コンサート 
10 月は、忠岡、岸和田（大阪）、宝塚（兵庫）、流山（千葉）での伝道コンサートのほかに、二回の被災地救援

チャリテゖー・コンサートをさせていただきました。 

 

❥10 月 12 日、ニュージーランド大阪教会が主催してくださったコンサートでは、リュート奏者の今村泰典さ

んと、ヴゔ゗オリンの今村詩門君、そして急遽、今村さん同様、世界で演奏活動をしておられるヴゖオラ・ダ・

ガンバ奏者のソフゖーさん（ド゗ツ在住の韓国人）と、ソフゖーさんのご主人でバロック・チェロ奏者のスンヨ

ンさんが加わってくだいました。 

 

敬虔なクリスチャンであるソフゖーさん、スンヨンさんご夫妻は、日本でのコンサートツゕーを終え、ド゗ツ帰

国前に取っておいた観光日を返上して、被災地のために、チャリテゖー・コンサートに出演してくださいました。 



日本ではめったに聞くことの出来ない古楽器による、格調あるコンサートであったと思います。今回のコンサー

トでは、286,600 円の義援金が集められ、サマリタン・パースとリンクして被災地救援活動をしている JMC（ジ

ャパン・ミッション・センター）にお届けしました。 

 

 

❥10 月 18 日には、AKWM が被災地救援チャリティー・コンサートを主催しました。主は、昨年同様 204 名

の来場者を集めてくださり、会場は完全満席となりました。

こちらのコンサートでは、今村泰典さんのかぐわしい花園

のような音色のテオルボ、詩門君の澄んだ音色のヴゔ゗オ

リンに、野田常喜さんが絶妙なピゕノの響きを溶け込ませ

てくださり、素晴らしい賛美ゕンサンブルとなりました。 

 

今回のコンサートでは、いくつかの企業からも献金が捧げ

られ、631,434 円の義援金を JMC にお届けすることがで

きました。 

 

皆で心を合わせて賛美を捧げながら、荒れ地と化した被災

地が、いつか花園のような美しい地に復興されることを心

から願いました。何よりも、この苦難を通して、人々が真

実の救い主を知り、主を礼拝賛美する麗しい地となること

を、心から祈り願っています。 

 

あなたは、海のとどろき、その大波のとどろき、また国々

の民の騒ぎを静められます。地の果て果てに住む者もあな

たの数々のしるしを恐れます。あなたは、朝と夕べの起こる所を、高らかに歌うようにされます。あなたは、地

を訪れ、水を注ぎ、これを大いに豊かにされます。神の川は水で満ちています。あなたは、こうして地の下ごし

らえをし、彼らの穀物を作ってくださいます。地のあぜみぞを水で満たし、そのうねをならし、夕立で地を柔ら

かにし、その生長を祝福されます。(詩篇 65 篇 7-10 節) 

 



●お祈りください 
今回のコンサートツゕーでは、日本の皆さんが真剣に福音に耳を傾けてくだるようになったことを感じています。 

大震災という大きな苦難を通して、皆さんが何が大切なことかを真剣に考えるようになったのだと思います。主

が、この者の心と口を清めてくださり、御霊によって賛美し、福音を語る者としてくださいますよう、また、一

人でも多くの方が、キリストの救いに導き入れられますようお祈りください。 

 

11 月のコンサート予定は以下のとおりです。 

 

１１月５日（土）筑波キングスガーデン「30 周年記念コンサート」 10:30～ 

連絡先：Tel.0297-24-7435  ピアノ：佐々木潤 

 

１１月１３日（日）石橋キリスト教会 60 周年記念コンサート 14:00～ 

会場：池田市民文化会館イベントスペース    ピアノ：野田常喜 

連絡先：Tel.072-762-0048   

 

１１月１９日（土）知求アカデミーコンサート 「待ちわびるクリスマス」 13:30~ 

共演：野田常喜（ピアノ）長佑樹（ギター） 

会場：インマヌエル中目黒教会 連絡先 Tel.03-3592-0911 （株）ワールド航空サービス 

 

１１月２６日（土）寒河江キリスト教会 クリスマス・チャペルコンサート  

18:30～ ピアノ：野田常喜 連絡先：Tel. 0237-85-6255 

 

１１月２７日（日）山形第一バプテスト教会 クリスマス・コンサート 14:00～ ピアノ：野田常喜 

連絡先：Tel. 023-634-8853 

 

日ごとに寒さが増してまいりました。健康にはくれぐれもご留意ください。 

主の恵みが皆様とともにありますように！ 

 

Atsuko Kudo 


